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1章　序論
1.1. このテンプレートについて

このテンプレートでは，３年次論文，卒業論文を出す際に指定される書式（フォント，ポイント，文字数＆行数，ページ番号etc.）が設定してあります。
ちなみに，目次は，「挿入」→「参照」→「索引と目次」→「目次タブ」（ここでアウトラインレベルを２に設定。目次は節より下層のレベルは必要ないので。）で作ると便利です。目次のページ番号はローマ数字（小）に設定してあります。「目次を選択」→「フィールドの更新」で，最新の目次になります。
詳しい内容の書き方については、「論文の書き方」のパワーポイントや，「レポートの書き方」のプリントを見てください。
1.2. 見出しマップ
「表示」→「見出しマップ」を使うと全体の構造がひとめでわかるので便利です。
1.3. スタイルと書式
「表示」→「作業ウィンドウ」を開いて，「スタイルと書式」を選択すると，「見出し１」などの書式設定を選択することができます。たとえば，「１章　序論」は「見出し１」（レベル１の設定），1.3.は「見出し２」（レベル２）となっています。見出しマップでは，下層（レベルが下）の見出しは上層の見出しの中に折りたたむことができます。
1.4. 図の書式
一応このテンプレートでは，「figure」（レベル３）という書式が図表番号用になっています。これは適宜もちいてみてください。
表1. 分散分析の結果
	Source
	SS
	Df
	MS
	F

	Between
	213.33
	1
	213.33
	11

	Error
	Xxx
	Y
	ZZZ
	




図1. 「figure」の使用例。図表マップにも表示されます。
2章　実験1
2.1. 目的
一応触れておくと，章の始まりには，「挿入」→「改ページ」（セクション区切り）をするようにしたほうがいいです。

引用文献の参照の仕方→実森・牛谷（2006）によると・・・
2.2. 方法

参加者または被験体：　大学生54名（18-26歳の女声22名，男性32名）が参加した。いずれも視力・矯正視力は正常であった。授業の単位取得のために，実験に参加することが求められた。
装置：　TFT液晶モニタ（EIZO, FlexScan L567），パーソナルコンピュータ（Panasonic, CF-82KIAXS）をもちいた。
刺激：　Adobe Photoshop 7.0で加工した5×5cmの顔写真6種類を用いた。
手続き：　実験した事実は過去形で書くこと。
2.3. 結果
2.4. 考察
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